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１はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　  
　本稿では〈千年村〉を全国から抽出する手法の紹介およ

びそれらの地域がもつ特性の考察を行なった。

　千年前に社会的集団が存在し、それが現在まで存続し

ている可能性のある地域を抽出する手法の開発にあたり、

〈古代地名の現在地比定〉に注目した。〈古代地名の現在地

比定〉とは、古代地名が現在のどのあたりを指すのかを、

地名の類似性や古代・中世・近世に関連する事物の存在

から総合的に判断したものである。歴史学・歴史地理学・

地域史研究などにおいてすでに相応の蓄積があったが、そ

の具体的な空間上のイメージには乏しかった。2

　詳細は後述するが（本稿 2参照）、古代に地名が存在し、

それが国家体制に認識されていたことは、そこで生活と生

産を行っていた場とそれに関連する共同体が存在したこ

とと同義である。つまり〈古代地名の現在地比定〉を用い

れば、我々が暮らす日本列島のいずこかに、そのような空

間を締める共同体が存在したであろう地域を見出すこと

ができると考えた。

２〈千年村〉を古代文献ならびにその先行研究か
ら抽出する方法について   
2-1 抽出作業に用いる史料
　〈古代地名の現在地比定〉は『角川日本地名大辞典』（以

下、『角川』）にまとめられている。本手法では『角川』を

主たる資料として用いた。

□『角川日本地名大辞典』について

　『角川』は 1978-90 年にかけて刊行された日本全国の地

名に関する辞書である。刊行当時の日本全国の地名につい

て、地名の由来と沿革、歴史を紹介している。この中で平

安期文献『和名類聚抄』に記載される地名の現在比定地に

関する記述が見られる。明治期の歴史地理学者の吉田東

伍や邨岡良弼の見解や地誌資料、『延喜式』式内社の存在、

古代集落跡の発掘成果などを参照し、出版当時における

〈古代地名の現在地比定〉の見解がまとめられている。

□『和名類聚抄』について

　古代地名として『角川』が掲出す

る『和名類聚抄』について簡単に触れ

ておく。『和名類聚抄』は、931-38 年

に編纂された類書形式の漢和辞書であ

る。3「国郡部」（二十巻本）に律令制

下における行政区画（国・郡・郷）が

網羅されている。古代地名を日本各地

から把握できる最古の史料である。

2-2 抽出対象とその方法の性格
　　次に私たちが行った抽出方法の性格について説明す

る。抽出対象は『角川』内の『和名類聚抄』記載の古代郷

名である。古代郷は、『続日本紀』（平安初期）によれば、

五十戸で一郷とされ、課税のために編制された社会的集団

であることが推察される。4『和名類聚抄』記載郷名は「九

世紀後半の史料を参照したもの」5とされる。この時代は

班田の授与が間に合わなくなり、律令制の再編の実施（801

年）や延喜の荘園整理令・最後の班田授与（902 年）など

が行われた。これはつまり律令制が崩壊し始める時期と

言える。6本手法は『和名類聚抄』記載の郷名─古代国家

が管理していた地域─を基底に、既往の研究者によって、

それと引き当てられた現在地を対象とするものである。つ

まり本手法は上記古代文献が編纂された 10 世紀中盤に上

記のような空間を締める共同体が存在し、その場所が現在

まで存続した可能性のある地域として、既往の比定地を用

いたのである。

2-3〈古代地名の現在地比定〉の比定精度による類型化
　それらを全国的に概観すると、その比定精度が異なるこ

とが判明した（図 2）。まず、現在地に比定できるもの /

できないものに大別され、また比定可能な地名においても

その精度に階層があった。また地域ごとにおいても母数の

差がある。しかしな

がら相応の分布傾

向を見ることは可

能であろう。『和名

類聚抄』の郷名を用

いた〈古代地名の現

在地比定〉に関して

７類型に分類する

こととした（表１）。

2-4 千年村の抽出
　そこで、上記７類型のうち、１と２─大字領域に比定で

きるものについて地図上への可視化を行った。大字とは、

本報告は〈千年村〉プロジェクトに基軸を置くものである。〈千年
村〉プロジェクトとは千年間を基準とした持続する集落地域を〈千
年村〉と名づけ、その収集分析と存続のためのアセスメントの開
発を目的としている。1 長い存続の歴史を持ち、様々な圧力を受

けつつも、歴史的特性を保持しつづけてきた空間の立地には経済
的基盤、生産性や防災性が考慮され、持続的で土地固有のシステ
ムがすでに育まれてきたと考えている。しかし、そのような性格
は突出した文化財的評価の対象としてではなく、むしろ健全な日
常的国土をささえている。
第１稿では古代地名の現在比定地を用いて、千年前に社会的集団
が存在し、それが現在まで存続している可能性のある地域を抽出
する手法を報告する。第２稿ではその手法を用いた地域社会評価
手法を提案する。第３稿では第１・２稿の手法により抽出した地
域の中で、千葉県を対象に実施した調査成果を報告する。

図 1.『和名類聚抄』誌面
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図 2. 比定精度による比定地の類型

平安期文献『和名類聚抄』記載郷名の現在比定地を用いた
〈千年村〉抽出方法に関する研究 -千年村研究その 1-



江戸初期の検地により成立した村落に基づき、明治初期に

制定された行政区画である。単一の集落あるいは複数の集

落から構成されており、7生存単位ならびに調査単位とし

て妥当と考えたためである。大字領域に比定されるのは、

古代地名 3986 中 1977 地名、およそ 50% であった。

３立地傾向からみる〈千年村〉の特質　　　　　  
　上記の手法により抽出した〈千年村〉の立地傾向を把

握するために、地質図との照合を行った。それによると、

ほとんどの地域が最も新しく形成された沖積層とその他

のより古い時代の地層との境界近くに立地することが見

られた（図 3：図中、青円が〈千年村〉を示す）。さらに、

宮城県および千葉県を対象とした実地調査では、その多く

が稲作・畑作を基本的な生業とし、現在でも生活と生産が

持続していることを確認した。8これらのことから、本手

法から抽出した〈千年村〉共通の立地傾向である地質の境

界部とは、水源、水田・畑・里山・居住地など多様な土地

利用を行うことができる環境であると推察できる。

　すなわち、千年を越えて人間が居住を続けてきた地域と

は、生産と生活とを持続的に展開しうる地質・地形上の一

定の特性を有する場所であり、それらが日本の国土の土地

利用と景観の基層をなすものであることを強調したい。

４まとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　      
　本報告では、〈古代地名の現在地比定〉の分析を通して、

千年前に社会的集団が存在し、それが現在まで存続した可

能性のある地域を抽出する手法を紹介した。その立地には

異なる地質の境界部に位置するという共通性が見られた。

これは国土における土地利用と景観の基層をなすものと

考えられ、〈古代地名の現在地比定〉から抽出した〈千年村〉

の特質になりうると考察した。

　なお、本報告で紹介した手法は〈千年村〉を抽出する

手法の一つにすぎない。『角川』において比定不可となっ

た古代郷や『和名類聚抄』に記載されていない〈千年村〉

をさらに探し出すことが今後の課題としてあげられる。
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註 1詳細は、 「千年村プロジェクト」 ウェブサイト （mille-vill.org） を参照されたい。 2 〈古代地名
の現在地比定〉 に関する分析は、 第２稿にて行なう。 3醍醐天皇 (885-930。 平安時代、 第 60 代
天皇。 在位、 897-930) の第四公主、 勤子内親王の命により、 源順 （みなもとのしたのごう、 911-
983) が編纂した。 自然界の事物から人間や住居 ・ 船などの工作物、 そして食物や植物などに関
する名称の漢語を分類 ・ 項目立てし、 先行する文献からの引用によって、 その語に対する説明を
記す。 さらにその 「和名」 を仮名文字で示している。 原本は、現在発見されておらず、写本によっ
てのみ内容を確認することができる。 十巻本と二十巻本の二つの系統が確認されており、 二十巻
本に古代地名が記載される。 4古代郷について、今津勝紀は、『和名抄』 が編纂された平安時代、
家族とその関係者など含めると 1 戸あたり約 20 人、 50 戸だと約 1000 人との説を提唱している。 古
代国家制度に関する先行研究では、 「農業再生産可能な単位」 「調庸のための単位」 「徴兵のた
めの単位」 などの説が挙げられるが、 決定的な見解は見えないため、 ここでは上述のように記して
いる。 5 p25、 坂本賞三 「太田文から見た郡郷 ・ 別名制について （Ⅱ）」 『滋賀大学学芸学部紀
要、 人文科学 ・ 社会科学 ・ 教育科学 （15）』 （1965）。 坂本の見解は、 池辺弥 『和名類聚抄郷
名考證』 ( 吉川弘文館、 1966) が 『和名類聚抄』 地名に関する研究を批判的に捉えたものである。
6 『角川日本地名大辞典 別巻 日本地名資料集成』 （角川書店、 1990） 7高橋大樹 『千年村を
起源とする町字の地形立地とその形態的特性について』 （千葉大学大学院園芸学研究科 2013 年
度修士論文） において、 千葉県 〈千年村〉 の町字の分析を行い、 そこで展開される自然立地的
な土地利用、 町字形態毎の生活スタイル／開発パターンの存在を指摘している。 それらを総括し、
大字領域について居住域 ・ 生産地 ・ 共有地などを含む、 その地域が長らく続けてきた土地利用を
内包する一定の領域であると述べられている。 8千葉県 〈千年村〉 の全町字が、 限界集落と重な
らないことが指摘されている。 「千葉県の千年村と限界集落の立地に関する比較研究」 （高橋大樹 ;
梶尾智美 ; 木下剛 ; 池邊このみ、 『平成 25 年度日本造園学会関東支部大会事例 ・ 研究報告集』
Vol.311、 pp.32-33、 2013 年）

表 1. 比定精度による現在比定地の類型（全国都府県毎の統計）

本稿並びに次稿、次々稿は、日本火災学会・文化庁委託研究「文化
財の確実な継承と地域活性化活用のための防災指針の作成と普及」
（平成 23・24 年度）および早稲田大学特定課題研究助成（2013B-108）
（平成 25 年度）による研究成果の一部である。

図 3.〈千年村〉の立地と地質との照合図
（上）千葉県九十九里浜付近／（下）宮城県鳴瀬川付近

図版出典 1『天理大学図書館『善本叢書和書之部第二巻和名類聚抄 / 三賓類字集』( 天理時
報出版、 1971)』2筆者作成。3〈千年村〉プロジェクトウェブサイト「『和名類聚抄』郷名
から見つける」より。（mille-vill.org）
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